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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本論文は、後期中等教育における数学科の学習態度の課題に焦点を当て，主体的な取り組
みを促す協同的な学習の展開を実際の授業において実施しつつ考究する実践研究から構成
されている。現在，学校教育現場における授業改善の目標の一つとして位置づけられている
主体的に学習に取り組む態度に関する研究は，学習態度の概念が広範囲な意味をもつが故に
議論が多岐に渡っており，その定義づけや学術的研究の蓄積は不十分であり，また実践にお
いても模索状態が続いている。そうした問題状況の中で，本論文は，学習者の能動的な学び
の意味を問い直すことで，学校教育における学習態度に関する教育的取り組みに理論的基盤
を位置づけると同時に，協同学習を通した教育実践の中で学習態度に関する要素と構造を論
じ，体系化を行った。それにより，これまで様々な課題を内包したまま展開されていた学校
教育現場での学習態度の問題に対し，能動的な学びの観点から検討し，新たな提言を行って
いる。 
審査の結果、以下の点が指摘できる。 
第１に，学校教育における授業改善を，学習者の主体的な学びに取り組む態度の視点から
検討し体系化するという本論文の視点は独創的であり，先駆的研究として評価できる。学校
教育現場における学習態度に関しては議論や定義づけが十分になされておらず，研究の蓄積
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も少ない現状の中で，実際の授業実践による具体的な事例に基づき実証的に論じた点は，教
授技術の視点に止まらない授業改善の必要性を明確にしたものとして意義がある。 
 第２に，能動的な学びの問題を単に理論的に考究するのではなく，実際の学校教育におけ
る実践を事例として取り上げ，考察対象として論じていることが評価できる。それにより，
学習者による学び合いの体験の詳細について深く分析が行われており，今後，学校教育現場
における実践に対し大きな寄与が期待できる重要な提案が行われた点で評価される。 
 第３に，学習者の主体的に取り組む態度を協同学習との関連性の中で論じ，具体的な事例
に基づく学術的な考究を行っている点が評価される。協同学習を授業における学習環境整備
の手法として取り入れ展開することにより学習者主体の学びが実現される点を実証的に論
じた点は今後の授業改善の取り組みにおける新たな視点を提示したものとして意義がある。
本論文の成果は，学校教育現場における主体的に学習に取り組む態度について，その教育的
意味を検討する上で一つの視座を占めるものとして評価される。 
 他方，本論文はいくつかの課題を残している。 
 第１に，主体的に学習に取り組む態度を協同学習による授業展開の中で捉え体系化してい
る点で評価されるが，それを多様性に富んだ学校教育現場でどの様に具体的に展開していく
か，展開した上でどの様な効果と課題が表れるのかについて，十分に示されてはいない。今
後，より具体的かつ詳細な学校教育現場の実践において考究することが求められる。 
第２に，本研究では高等学校における授業場面を対象として考察を行っているが，より多
様な校種を対象とした授業改善方策や様々な教科指導における主体的に学習に取り組む態
度のあり方についての議論は不十分である。かなり入念に理論的根拠を読み問いた上で実践
を位置づけ緻密な分析がなされているものの，今後，更に多様な事例の考察を蓄積すること
によって，より精緻なモデルが構築されることを期待したい。 
第３に，本研究で構築されたモデルの普遍的妥当性の問題である。本論文で示された学習
者の主体的な学びに関する知見が，教科教育以外の場面や，多様な習熟過程にある学習者に
対してどこまで普遍的な妥当性をもつものか，今後，多角的に検討することが重要な課題と
して残されている。 
しかし，本論文を全体としてみれば，学校教育において育成が目指される資質・能力を学
力との関わりの中で丁寧にまとめ，その上で，協同学習の理論的枠組みに基づいた授業実践
を対象として緻密な分析を重ね，学習者が主体的に学ぶ態度の視点からの授業改善の必要性
と方向性を理論的に提言すると言う本論文のねらいは成功していると判断できる。 
よって博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。 
